
総合特区支援

利子補給金

特徴 ○新東名高速道路等の高規格幹線道路を最大限活用し、内陸部に災害に強く魅力ある先進地域を築く。

○南海トラフの巨大地震等の有事に備えた地域づくりモデルの形成を目指す。

特定地域活性化事業の一覧

【地域活性化総合特区】ふじのくに防災減災・地域成長モデル総合特区

（静岡県）

○多層的な地域連携軸の形成モデル事業 ○内陸・高台部のイノベーションモデル事業等

金融支援以外の主な支援措置金融支援措置

“ふじのくに”のフロンティアを拓く地域協議会の構成員である指定金融機関
が、物流の効率化や拠点整備等に必要な資金を貸し付け、安全・安心で魅
力ある“ふじのくに”の実現を推進していく。

○規制の特例措置
→協議スキームの構築による、農地転用に関する事前
調整の円滑化や、工業団地整備の円滑化が実現

○財政支援
→社会資本整備総合交付金等を活用した物流拠点や道
路等の整備

多層的な地域連携軸の形成 内陸・高台部のイノベーション

利子補給金活用実績（令和5年12月末現在）

○事業件数：58件

利子補給金
内閣府

融 資

事業者

物流拠点を高速道路のインター近
くに建設することにより、地域の物流
ネットワーク強化や防災・減災機能の
充実・ 強化に寄与する。

（貸付額：約2億円/利子補給金総額：約200万円）

事業例

指定金融機関A

事業者B
静岡市、
浜松市等

官

“ふじのくに”のフロンティアを
拓く地域協議会

指定金融機関等金

静岡県官

（公社）静岡県観光協会、
商工会議所等産
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